
 

 

2019 年 11 月 7日 

各  位 

仙台市青葉区一番町二丁目１番１号 

株式会社 仙 台 銀 行 

 

仙台銀行ホール イズミティ２１ コンサートシリーズ 

「イズミノオト 第１回 ブラームスノ雨ノ歌」への協賛について 

 

株式会社仙台銀行（本店 仙台市 頭取 鈴木 隆）は、仙台銀行ホール イズミティ２１

にて下記のとおり開催されるコンサート「イズミノオト 第１回 ブラームスノ雨ノ歌」へ

協賛しますのでお知らせいたします。 

 当行は、今後も仙台市と連携を図りながら、地域の皆さまの文化活動への支援を通じて、

震災からの復興と地域経済の活性化に貢献してまいります。 

 

記 

 

１．開催日時 

2020年 2月 8日（土） （開演）15：00 （開場）14：30 

 

２．会場 

  仙台銀行ホール イズミティ２１ 小ホール 

 

３．入場料 

  全席指定 3,000 円（市民文化事業団友の会料金 2,700円）・未就学児入場不可 

   

４．各種お問い合わせ先 

（１）チケットについて 

仙台市市民文化事業団総務課   TEL：022-727-1875（平日 9：30～17：00） 

（２）公演について 

仙台銀行ホール イズミティ２１ TEL：022-375-3101（9：30～19：30・休館日除く） 

  

以 上 

 

 

 

問い合せ先 

経営企画課 奥田・三浦 

電話：022-225-8258 

TEL:022-727-1875（平日9：30
TEL:022-727-1875（平日9：30






特
別
対
談

お
二
人
と
も
仙
台
の
ご
出
身
で
す
ね
。

吉
岡　
は
い
。生
ま
れ
は
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
す
が
、父

の
転
勤
で
す
ぐ
仙
台
に
越
し
て
き
て
、そ
れ
か
ら
中
学
卒
業

ま
で
仙
台
で
過
ご
し
ま
し
た
。高
校
か
ら
は
東
京
の
桐
朋
女

子
高
校
音
楽
科（
共
学
）に
通
い
ま
し
た
。

鈴
木　

私
は
生
ま
れ
も
仙
台
で
す
。父
が
転
勤
族
で
、小
中

学
校
時
代
は
宮
城
県
内
で
６
回
の
転
校
を
経
験
し
ま
し
た
。

高
校
は
仙
台
第
二
高
等
学
校
を
卒
業
し
、成
蹊
大
学
文
学

部
に
進
学
し
ま
し
た
。

現
在
の
お
仕
事
に
就
か
れ
た
経
緯
は
？

吉
岡　

桐
朋
学
園
の
大
学
を
卒
業
後
、ド
イ
ツ
に
留
学
し
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
演
劇
大
学
大
学
院
を
修
了
し
ま
し
た
。ド

イ
ツ
で
は
学
生
契
約
で
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ・ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管

弦
楽
団
の
一
員
と
し
て
演
奏
活
動
も
行
って
い
ま
し
た
が
、地

元
の
仙
台
フ
ィ
ル
で
募
集
が
あ
る
と
聞
き
、仙
台
に
戻
る
こ

と
を
決
意
を
し
た
の
で
す
。

鈴
木　

私
は
文
学
部
と
い
う
こ
と
も
あ
り
学
生
時
代
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
夢
見
て
い
ま
し
た
が
、最
終
的
に
地
元
の

銀
行
を
選
び
、現
在
に
至
り
ま
す
。初
心
は
成
就
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、仙
台
銀
行
で
素
晴
ら
し
い
お
客
様
や
良
い
仲
間

に
恵
ま
れ
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。

現
在
の
職
場
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

吉
岡　

仙
台
フ
ィ
ル
は
団
員
間
の
雰
囲
気
が
と
て
も
良
く
、

そ
れ
が
音
色
の
温
か
さ
に
も
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
よ
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

新
し
い
音
を
創
っ
て
い
き
、地
元
の
皆
様
が
誇
り
に
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

鈴
木　

仙
台
銀
行
は
1
9
5
1
年
、中
小
企
業
支
援
の
目

的
で
創
業
し
ま
し
た
。５
年
ほ
ど
前
か
ら「
人
で
勝
負
す
る

銀
行
」を
モ
ッ
ト
ー
に
人
材
育
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、現

在
は
、そ
れ
が
さ
ら
に
進
化
し
ま
し
て
、頑
張
っ
て
い
る
職
員

を
国
内
な
ら
ど
こ
へで
も
自
分
の
選
ん
だ
地
域
と
企
業
に
視

察
・
研
修
に
だ
し
た
り
、女
性
が
結
婚
、出
産
し
て
も
長
く
働

け
る
環
境
を
整
備
し
た
り
と「
働
き
甲
斐
が
あ
っ
て
、働
き

や
す
い
銀
行
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、職

員
自
ら
の
声
で
立
ち
上
が
っ
た「
じ
も
と
応
援
す
ず
め
組
」と

い
う
、す
ず
め
踊
り
の
部
活
動
が
あ
り
ま
し
て
、各
地
の
お

祭
り
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
貢
献
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

組
織
の
雰
囲
気
の
良
さ
、温
か
さ
な
ど
仙
台
フ
ィ
ル
に
共
感

で
き
る
点
が
あ
り
ま
す
。

普
段
ど
の
よ
う
な
音
楽
を
聴
か
れ
ま
す
か
？

吉
岡　
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
聴
き
始
め
る
と
深
く
考
え
込
ん
で
し

ま
う
の
で
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
時
に
は
ジ
ャ
ズ
や
J
–
P
O
P

な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
好
き
で
、移
動
中
も
よ

く
音
楽
を
聴
い
て
い
ま
す
。一
番
は
ジ
ャ
ズ
、そ
の
他
に
ポ
ッ
プ

ス
、ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
幅
広
く
聴
き
ま
す
。ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

で
は
ち
ょ
う
ど
今
回
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
２
番
が
大
好
き
で
す
。素
晴
ら
し
い
作
品
だ
と

思
い
ま
す
。

吉
岡　

協
奏
曲
第
２
番
は
私
も
大
好
き
で
す
。特
の
こ
の
曲

の
第
３
楽
章
は
、壮
大
な
チ
ェロ
の
独
奏
と
ピ
ア
ノ
と
の
掛
け

合
い
が
特
徴
的
で
、チ
ェ
リ
ス
ト
に
と
って
も
憧
れ
の
一
曲
で
す
。

鈴
木　

壮
大
な
叙
事
詩
と
い
う
か
、ド
ラ
マ
テ
ィッ
ク
な
作
品

で
す
よ
ね
。ぜ
ひ
仙
台
フ
ィ
ル
の
演
奏
で
も
聴
い
て
み
た
い
で

す
ね
。

さ
て
、今
回
の
企
画
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

吉
岡　

私
が
育
っ
た
泉
区
の
ホ
ー
ル「
仙
台
銀
行
ホ
ー
ル 

イ
ズ

ミ
テ
ィ
21
」か
ら
発
信
さ
れ
る「
オ
ト
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、

「
イ
ズ
ミ
ノ
オ
ト
」と
タ
イ
ト
ル
に
付
け
ま
し
た
。ま
た
、一
人

の
作
曲
家
に
焦
点
を
当
て
、そ
の
生
涯
や
ひ
と
と
な
り
を
共

感
し
な
が
ら
、演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、そ
の
作
曲

家
の
作
品
を
よ
り
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。そ
れ
か
ら
今
回
の
出
演
者
は
、仙
台
出
身
、仙
台
に

縁
の
あ
る
方
ば
か
り
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
注
目
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。仙
台
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
家
の
演
奏
を
聴
い
て
、子
供
た
ち
が
演
奏
家
に
憧

れ
る
き
っ
か
け
に
な
って
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

鈴
木　
「
地
元
」と
い
う
共
通
項
の
も
と
、才
能
に
恵
ま
れ
た

皆
さ
ん
が
こ
れ
だ
け
集
ま
っ
て
演
奏
会
を
開
い
て
く
れ
る
の

は
、す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。

今
回
、ブ
ラ
ー
ム
ス
に
焦
点
を
当
て
た
理
由
は
？

吉
岡　

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
作
品
を
愛
す
る
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、彼
は
と
て
も
興
味
深
い
生
涯
を
送
っ
た

作
曲
家
で
す
。伝
記
を
読
み
込
む
ほ
ど
に
、そ
の
苦
悩
に
満

ち
た
人
生
と
作
品
が
繋
が
っ
て
、深
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。今
回
、ブ
ラ
ー
ム
ス
が
生
涯
慕
っ
た
ク
ラ
ラ・

シ
ュ
ー
マン
への
想
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
な
ど
も
お
楽
し
み

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

吉
岡
さ
ん
の
想
い
が
こ
も
っ
た
お
話
を
伺
って
、ま
す

ま
す
コン
サ
ー
ト
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

吉
岡　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
私
た
ち
演
奏
家
が
上
質
な
演
奏

を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
、お
客
様
に
は
非
日
常
の
時
間
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。私
を
育
て
て
く
れ

た
地
元
・
仙
台
に
、音
楽
を
通
し
て
ご
恩
返
し
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

仙
台
が
東
北
の
中
心
地
と
し
て
、ま
た
文
化
的
に
も

魅
力
の
あ
る
街
と
し
て
、成
長
・
発
展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。音
楽
が
あ
ふ
れ
、文
化
の
香
り
高
い

街
を
目
指
し
、こ
の
企
画
が
そ
の
一
翼
を
担
って
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

文
中
、敬
称
略
）

鈴
木
　
隆

仙
台
銀
行
代
表
取
締
役
頭
取

吉
岡
知
広

イ
ズ
ミ
ノ
オ
ト
企
画

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
チ
ェ
リ
ス
ト

鈴木　隆
イズミティ２１のネーミングラ
イツ企業である仙台銀行
の代表取締役頭取。
学生時代からバスケット
ボールに打ち込み、現在も
年間100試合以上を観戦
する。
 
吉岡知広
泉区出身、在住のチェリスト。
仙台フィルハーモニー管弦
楽団チェロ首席奏者。
イズミノオトでは企画コー
ディネーターを務める。
好きな食べ物は豚の角煮。

イ
ズ
ミ
ノ
オ
ト
モ
ダ
チ



Johannes Brahms

仙
台
市
泉
区
出
身
。桐
朋
女
子
高
校
音
楽
科（
共
学
）を
経
て
桐
朋
学
園
大
学
音

楽
学
部
を
卒
業
。そ
の
後
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
演
劇
大
学
大
学
院
に
在
学
す
る
と

と
も
に
、ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ・ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
と
学
生
契
約
し
在
籍
。卒

業
後
は
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
在
籍
。第
9
回
ビ
バ
ホ
ー
ル
チ
ェロ
コ
ン

ク
ー
ル
第
4
位
入
賞
。チ
ェロ
を
金
木
博
幸
、青
木
十
良
、藤
原
真
理
、毛
利
伯
郎
、

C
．ギ
ガ
ー
の
各
氏
に
、室
内
楽
を
今
井
信
子
氏
、東
京
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
に
師
事
。現

在
、仙
台
フ
ィ
ルハ
ー
モニ
ー
管
弦
楽
団
首
席
チェロ
奏
者
と
し
て
在
籍
。

吉岡 知広
チェロ・コーディネーター

こ
れ
ま
で
第
九
、メ
サ
イ
ア
、マ
タ
イ
受
難
曲
、ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
、ロ
短
調
ミ
サ
、ア
ル

ト
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト・レ
ク
イ
エ
ム
、オ
ラ
ト
リ
オ
を
始
め
と
す
る
宗
教

曲
等
の
ア
ル
ト
ソ
ロ
と
し
て
、仙
台
フ
ィ
ル
、東
京
交
響
楽
団
、日
本
フ
ィ
ル
な
ど
数
々

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。そ
の
他
ド
イ
ツ
歌
曲
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
も

国
内
外
数
多
く
出
演
し
て
い
る
。2
0
1
8
年
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
あ
る
、モ
ン
タ
ル
ボ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、ル
ー
カ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
レ
ジ
デ
ン

シ
ー
に
招
待
さ
れ
る
。

髙山 圭子
アルト

1
9
9
4
年
生
ま
れ
仙
台
市
出
身
。レ
オ
ポ
ル
ト
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

第
3
位
、日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
1
位
等
数
々
の
入
賞
。桐
朋
学
園
大
学
ソ
リ
ス

ト
デ
ィ
プ
ロマコ
ー
ス
に
特
待
生
と
し
て
入
学
、同
時
に
慶
應
義
塾
大
学
で
学
び
、卒

業
。そ
の
後
ド
イ
ツ
の
ク
ロ
ン
ベル
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
に
て
研
鑽
を
積
む
。ミ
ュン
ヘン
放

送
管
、N
響
を
は
じ
め
数
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
を
重
ね
る
。文
京
楽
器
の

協
力
の
も
と
、Beare International Society

よ
りJ.B.Vuillaum

e

の
貸
与
。

大江 馨
ヴァイオリン

桐
朋
学
園
大
学
卒
業
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
辰
巳
明
子
氏
に
ヴ
ィ
オ
ラ
を
岡
田
伸
夫

氏
に
師
事
。第
9
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
コン
ク
ー
ル
全
国
大
会
ヴ
ィ
オ
ラ
部
門
第
2
位（
１

位
な
し
）。第
12
回
宝
塚
ベ
ガ
音
楽
コン
ク
ー
ル
弦
楽
部
門
第
１
位
ほ
か
受
賞
多
数
。

2
0
0
1
年
か
ら
ベル
リ
ン
の
カ
ラ
ヤ
ン・ア
カ
デ
ミ
ー
で
研
鑽
を
積
ん
だ
後
、ベル

リ
ン・フ
ィ
ル
の
契
約
団
員
と
な
る
。04
年
に
帰
国
し
、06
年
か
ら
読
響
ソ
ロ・ 

ヴ
ィ

オ
ラ
首
席
奏
者
。

鈴木 康浩
ヴィオラ

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

ブ
ラ
ー
ム
ス

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ 

第
1
番 

ハ
長
調 

作
品
１
よ
り
第
1
楽
章

チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ 

第
1
番 

ホ
短
調 

作
品
38
よ
り
第
1
楽
章

８
つ
の
リ
ー
ト
と
歌 

作
品
59
よ
り
第
3
曲「
雨
の
歌
」

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ 

第
1
番 

ト
長
調 

作
品
78
よ
り
第
3
楽
章「
雨
の
歌
」　

ア
ル
ト
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の
た
め
の
２
つ
の
歌 

作
品
91

6
つ
の
小
品 

作
品 

118
よ
り 

第
5
曲

ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲 

第
3
番 

ハ
短
調 

作
品
60

大
阪
生
ま
れ
。東
京
藝
術
大
学
を
経
て
、同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
。

1
9
9
5
年
に
ジ
ュリ
ア
ー
ド
音
楽
院
大
学
院
卒
業
。オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
や
、

国
内
外
で
多
数
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
。ピ
ア
ノ
を
芝
令
子
、矢
部
民
、高
良
芳
枝
、

故
堀
江
孝
子
、マ
ー
テ
ィ
ン・キ
ャ
ニ
ン
に
、室
内
楽
を
故
サ
ミ
ュエ
ル・サ
ン
ダ
ー
ス
、

ジ
ョ
ナ
サ
ン・フェル
ド
マン
、チ
ャ
ー
ル
ズ・ナ
イ
デ
ィッ
ク
の
各
氏
に
師
事
。宮
城
教
育

大
学
教
授
。

倉戸 テル
ピアノ

仙
台
市
生
ま
れ
。桐
朋
女
子
高
等
学
校
音
楽
科
、桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
を

経
て
渡
仏
。パ
リ
地
方
音
楽
院
、パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
を
最
優
秀
の
成
績
で
修

了
。第
4
回
フ
ォ
ー
レ
国
際
ピ
ア
ノ
コン
ク
ー
ル
第
3
位
、第
6
回
イ
ス
キ
ア
国
際
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
第
2
位
な
ど
数
々
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
。庄
司
美
知
子
、菅

野
潤
、竹
内
啓
子
、本
村
久
子
、オ
リ
ヴ
ィ
エ・ガ
ル
ド
ン
、ク
レ
ー
ル・
デ
ゼ
ー
ル
、エマ

ニュエ
ル・メ
ル
シ
エ
の
各
氏
に
師
事
。

石丸 友貴
ピアノ

URL：https://www.facebook.com/izuminootomodachi/
出演者のメッセージやコンサートに関すること、泉エリアの様 な々情報、そして会員だけのお得な情報など発信していきます。ぜひ“いいね！”してください。

仙台銀行ホール イズミティ21コンサートシリーズ 
公式Facebookファンクラブ イズミノオトモダチ会員募集中！


